
最新値 目標値 達成度 評価
指標の
ウエイト

1 b 5,131 5,384 95.3% b 1.00

2 e 599,363 605,894 98.9% d 1.00

3 a 24 24 100.0% a 1.00

4 b 332 361 92.0% b 1.00

5 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐

6 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐

ｂ ｂ

２　市民生活実感評価 *この評価は，毎年５月頃に実施している京都市市民生活実感調査のアンケート結果を基にしています。
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どちらかと言
うとそう思う

高齢者の知恵や経験，技能が社会に生
かされている。 c c
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施策番号 1602

施策名 活力ある長寿社会の実現

　高齢者の知恵や経験，技能を，就労や社会参画に生かす取組を推進するととも
に，日常生活における自主的な介護予防の取組を広めることにより，高齢者が主体
的に取り組む健康づくりを支援する。

概要

施策に関係する
主な分野別計画等

京都市民長寿すこやかプラン

担当局・部室

上位政策 16　高齢者福祉

保健福祉局・健康長寿のまち・京都推進室

5

共管局・部室

市民生活実感調査総合評価

平成
30年度

令和元年度評価

前回値

指標名

‐

１　客観指標評価

施策の評価

‐

‐ ‐ ‐

ｃ

‐ ‐ ‐

‐ ‐ ‐



３　総合評価（客観指標総合評価＋市民生活実感調査総合評価）

ｂ ｃ

☑

□

＜この施策を構成する事務事業＞

853,087 756,660

5,503,271 5,730,300

4,588 4,588

12,335 13,769

1,396 1,655

3,996 4,210

81,123 81,905

78,823 79,408

13,345 15,300

5,331 5,630

6,504 7,047

3,960 5,805

456,953 524,867

1,377 2,082

101,704 111,550

5,714 0

12,305 30,623

20,025 21,555

5,155 7,467

243,064 231,138

34,222 33,422

＜今後の方向性＞

＊予算額には人件費及び施設管理に係る経費を含みます。

・高齢者が可能な限り健康で自立した高齢期を過ごしていただけるよう，シルバー人材センターや老人福
祉センター等の活動における自主的な健康づくりや社会参加のきっかけづくり，介護予防の普及啓発に取
り組む。

20 老人福祉センター運営 － 保健福祉局

21 老人保養センター － 保健福祉局

17 健康長寿サロン設置等支援事業 普通

18 左京合同福祉センター管理運営 － 保健福祉局

19 久多いきいきセンター運営 － 保健福祉局

14 介護予防安心住まい推進事業 悪い

15 健康すこやか学級 良い

16 老人クラブハウス助成 普通

11 知恵シルバーセンター運営事業 良い

12 地域支え合いボランティア活動助成事業 普通

13 地域介護予防推進事業 かなり良い

2 市バス・地下鉄敬老乗車証交付事業 良い

3 高齢者在宅介護生活支援事業 良い

4 敬老記念品贈呈事業 良い

今後の方向性の検討

事業名

事業費の状況（千円） 令和元年度事務事業
評価結果における
目標達成度評価

担当局平成30年度
決算額

令和元年度
予算額

1 老人医療費支給事業 普通

平
成
30
年
度

B

（重み付けの理由）

　この施策は，対象となる市民が高齢者に限定されているため，効果が市民の生活実感に反映されにく
いことから，客観指標総合評価を重視する。

ｂ評価以上であり，施策の効果が客観指標に表れている。

□ ｃ評価以下であり，次の原因が考えられる。

平
成
29
年
度

C

（原因分析）市民生活実感調査総合評価

ｂ評価以上であり，施策の効果が市民の実感に表れている。
☑ ｃ評価以下であり，次の原因が考えられる。

・高齢者の知恵や経験，技能を，就労や社会参画に活かす取組を推進するとともに，日常生活にお
ける自主的な介護予防の取組を広めることにより，高齢者が主体的に取り組む健康づくりを支援する
取組が一定進んでいるものの，取組の成果が広く実感されていないことから，約５割の方が「どちらと
も言えない」と回答し，昨年度と同様ｃ評価となっている。

保健福祉局

保健福祉局

保健福祉局

保健福祉局

保健福祉局

保健福祉局

保健福祉局

重み付け
B

（原因分析）客観指標総合評価

施策の目的がかなり達成されている

保健福祉局

保健福祉局

保健福祉局

□　市民の実感☑　客観指標

保健福祉局

保健福祉局

保健福祉局

保健福祉局

5 老人スポーツ普及事業 普通

6

保健福祉局

保健福祉局

保健福祉局

老人園芸ひろば －

7 老人クラブ補助等事業 良い

8 シルバー人材センター運営事業 良い

9 全国健康福祉祭参加者派遣 良い

10 「市民すこやかフェア」開催助成 良い



１　指標の説明

２　指標の意味 ３　算出方法・出典等

４　数値

達成度

数値 95.3%

数値 目標年次 達成度

数値

５　評価基準 ６ 基準説明 ７ 評価結果

平成29 平成30 令和元

c b b

１　指標の説明

２　指標の意味 ３　算出方法・出典等

４　数値

達成度

数値 98.9%

数値 目標年次 達成度

数値

５　評価基準 ６ 基準説明 ７ 評価結果

平成29 平成30 令和元

b e d

最新の数値を過去5年間の数値と比較し
て，
a：最高値以上
b：最高値未満～上中間値（最高値と平均
値の間）以上
c：上中間未満～平均値以上
d：平均値未満～下中間値（平均値と最低
値間）以上
e：下中間値未満

利用者数は毎年変動するものであり，一定
安定的な数字と比較する必要があるため，
過去5年間の数値を基に，最高値以上をa，
平均値以上をｃとし，最低値も含めた按分
で基準を設定した。
最高値:605,894人（平成26年度）
平均値:601,396人
最低値:585,691人（平成29年度）

全国順位
中長期目標

13,672人増 605,894

（参考：過去5年の利用者数）

平成25年度:605,805人
平成26年度:605,894人
平成27年度:605,082人
平成28年度:604,509人
平成29年度:585,691人

根拠

数値 根拠

過去5年間の最高値（平成26年度）

備考

老人福祉センター（市内17箇所）を利用した方の延べ人数

各種相談，健康増進事業，教養講座など，高
齢者のニーズに応じたサービスの利用状況を
示す指標

算出方法：各施設から毎月提出される報告書から集計
出典：事業担当課調べ

前回数値 最新数値
推移

目標値

平成29年度 平成30年度

585,691 599,363

指標名 老人福祉センター利用者数（人）

担当課 健康長寿企画課 連絡先 ２２２－３４１９

単年度目標に対する達成度が，
a：100％以上
b：95％以上100％未満
c：90％以上95％未満
d：85％以上90％未満
e：85％未満～

前年度会員数の5％増を目標値として設定
し，目標値の100％以上をa，以下5％刻み
で基準を設定した。

全国順位
中長期目標

3人増 5,384

根拠

数値 根拠

前年度会員数の5％増

備考

シルバー人材センターに登録している会員の総数

高齢者の就業等を通した社会参加や生きがい
づくりの推進状況を示す指標

算出方法：シルバー人材センターに登録している高齢者
数
出典：シルバー人材センター事業統計年報

前回数値 最新数値
推移

目標値

平成29年度 平成30年度

5,128 5,131

担当課 健康長寿企画課 連絡先 ２２２－３４１９

施策名 1602 活力ある長寿社会の実現

指標名 シルバー人材センター会員数（人）



１　指標の説明

２　指標の意味 ３　算出方法・出典等

４　数値

達成度

数値 100.0%

数値 目標年次 達成度

数値 61 令和2年度 62.3%

５　評価基準 ６ 基準説明 ７ 評価結果

平成29 平成30 令和元

‐ a a

１　指標の説明

２　指標の意味 ３　算出方法・出典等

４　数値

達成度

数値 92.0%

数値 目標年次 達成度

数値 400 令和2年度 83.0%

５　評価基準 ６ 基準説明 ７ 評価結果

平成29 平成30 令和元

b b b

単年度目標に対する達成度が，
a：100％以上
b：80％以上100％未満
c：60％以上80％未満
d：40％以上60％未満
e：40％未満

「京プラン実施計画　第2ステージ」に
係る居場所の設置目標値と設置実績を
比較し，100％以上をa，以下20％刻み
で基準を設定した。

全国順位
中長期目標

備考

根拠

京プラン実施計画　第2ステージ

数値 根拠

349 332 17箇所減 361
令和2年度目標値を達成するために当該
年度達成すべき数値

市内にある高齢者の居場所づくり支援事業としての高齢者の居場所箇所数
（平成２９年度から健康長寿サロンに統合）

高齢者の孤立化防止や地域での見守り活動な
ど，高齢者の地域での福祉向上を示す指標

算出方法：全数調査
出典：事業担当課調べ

前回数値 最新数値
推移

目標値

平成29年度 平成30年度

最新数値の目標値に対する達成度が
a:100%以上
b:80%以上100%未満
c:60%以上～80%未満
d:40%以上～60%未満
e:40%未満

単年度目標値に対する達成度が100％以
上をaとし，以下20%単位で基準設定し
た。
（単年度目標値　平成30年度24箇所
（累計38箇所），令和元年度23箇所
（累計61箇所），令和2年度累計61箇
所）

指標名 高齢者の居場所設置数（箇所）

担当課 健康長寿企画課 連絡先 ２２２－３４１９

全国順位
中長期目標

備考
中長期目標の達成度について
は，平成30年度までの累計値
（38箇所）により算出

根拠

第7期京都市民長寿すこやかプラン

14 24 10箇所増 24
「第7期京都市民長寿すこやかプラン」
に掲げる当該年度の設置見込値

高齢者の状態に応じた介護予防の取組を支援する介護予防ケアマネジメントを実施するために，介護ケアマネジメ
ントリーダー養成研修修了者を配置している高齢サポート（地域包括支援センター）数

適切な介護予防ケアマネジメントを通して，高
齢者の状態に応じた介護予防の取組を支援する
指標

算出方法：事業担当課調べ

前回数値 最新数値
推移

目標値

平成29年度 平成30年度 数値 根拠

担当課 介護ケア推進課 連絡先 ２１３－５８７１

施策名 1602 活力ある長寿社会の実現

指標名
介護予防ケアマネジメントリーダー養成研修修了者を配置している高齢サポート数（箇
所）


